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平
成
二
十
一
年
度
予
算
が
成
立

市
民
と
と
も
に
魅
力
あ
る
都
市
を
育
み
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
予
算

一
般
会
計
は
五
百
五
十
二
億
円

一
般
会
計
五
百
五
十
二
億
円
を
中
心
と
し

た
平
成
二
十
一
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、

三
月
二
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置
さ
れ
た

十
二
名
の
委
員
か
ら
な
る
予
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
十
三
日
に
正
副
委
員
長
が

互
選
さ
れ
た
後
、
十
六
日
か
ら
六
日
間
に
わ

た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
七
日
の
本
会
議
で
は
、
や
す
え
清
治

予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審

査
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
報
告
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
が
行

わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
平
成
二
十
一
年
度
一

般
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
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第
一
回
定
例
会
は
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
二
十
七
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
平
成
二
十
一
年
度
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人

の
会
派
代
表
質
問
、
十
三
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
を
初
め
、
計
三
十

八
件
の
市
長
提
出
議
案
、
二
件
の
議
員
提
出
議
案
の
審
議
・
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

険
事
業
会
計
・
老
人
保
健
（
医
療
）
会
計
・

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会

計
の
五
特
別
会
計
、
及
び
水
道
事
業
会
計

（
企
業
会
計
）
の
各
予
算
案
は
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に
代

表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審

査
概
要
及
び
討
論
を
掲
載
）。

な
お
、
各
予
算
案
の
採
決
に
続
き
、
平
成

二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
付
帯

決
議
が
提
出
さ
れ
、
討
論
の
後
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
内
容

は
八
面
に
掲
載
）。

介
護
保
険
料
を
改
正

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減

三
月
九
日
の
厚
生
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
武
蔵

野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
武
蔵
野
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
」
の
両
議
案
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十

三
年
度
ま
で
の
第
四
期
介
護
保
険
事
業
計
画

期
間
の
保
険
料
率
を
新
た
に
定
め
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
し
、
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
保
険
料
段
階
を
こ
れ
ま

で
の
十
段
階
か
ら
十
四
段
階
に
細
分
化
し
、

所
得
の
比
較
的
高
い
方
に
は
応
分
の
負
担

を
、
所
得
の
比
較
的
低
い
方
に
は
低
廉
な
負

担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
武
蔵

野
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金

条
例
は
、
介
護
報
酬
の
改
定
に
伴
う
介
護
保

険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
新
た
に
基
金
を
設
置
し
、
国
か

ら
の
交
付
金
を
積
み
立
て
、
保
険
料
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
充
当
す
る
も
の
で
す
。
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「春の市民ソフトボール
大会の熱戦」
撮影：新保 義夫（武蔵野市）
場所：武蔵野軟式野球場（2009.4.5）
4月5日、春の市民ソフトボール大会が満開の桜
の花の中で開かれていました。カメラを向けた
のが女性チーム対男子シニアチームの対戦でし
た。市民を対象としたスポーツ大会にふさわし
い、女性対シニア男性の試合は、観ている人た
ちもプレーする人たちも真剣そのもの。楽しそ
うでした。「攻・走・守」の様子がなんとかファイ
ンダーの中に収められたと思っています。

て
い
れ
ん



田
中
節
男
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

学
校
給
食
運
営
の
財
団
化
を
施
政
方
針
で

述
べ
な
い
理
由
を
明
確
に
せ
よ

土
屋
美
恵
子
議
員
●
市
議
会
市
民
ク
ラ
ブ

市
長
就
任
後
、

三
年
半
の
総
括
は

深
沢
達
也
議
員
●
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

新
し
い
時
代
の
モ
デ
ル
と
な
る

ま
ち
づ
く
り
を

小
野
正
二
議
員
●
市
議
会
公
明
党

災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
た
め
、

速
や
か
な
支
援
を
行
う
べ
き

Tanaka Setsuo

Tsuchiya Mieko

問

吉
祥
寺
は
環
境
面
や
快
適
性

を
考
慮
し
、
新
し
い
時
代
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

答

吉
祥
寺
は
駅
周
辺
の
地
下
利

用
や
駅
南
口
交
通
広
場
な
ど
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
が
、
行
政
が
先

頭
を
切
っ
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

問

外
環
道
路
は
、
地
下
水
な
ど

環
境
へ
の
影
響
や
外
環
の
2
の
必

要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
市
長
は
今
後
国
、
都
に
対
し

て
ど
う
行
動
し
て
い
く
の
か
。

答

外
環
本
線
に
つ
い
て
は
、
安

全
、
環
境
面
に
関
す
る
資
料
の
提

供
を
要
望
し
て
い
る
。
ま
た
、
外

環
の
2
に
関
し
て
は
そ
の
必
要
性

か
ら
都
と
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問

中
学
校
給
食
が
昨
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
が
、
学
校
給
食
事
業
全

体
の
運
営
主
体
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

今
後
も
安
心
、
安
全
で
栄
養

価
の
高
い
お
い
し
い
給
食
を
実
施

Fukazawa Tatsuya

問

学
校
給
食
の
運
営
形
態
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
財

団
法
人
化
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
重
大
な
施
策
変
更
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
民
参
加
を
求
め
な

い
ば
か
り
か
施
政
方
針
に
記
述
が
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

答

今
後
の
学
校
給
食
に
お
け
る

運
営
の
方
向
性
と
し
て
、
財
団
法

人
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
詳

細
は
未
定
で
あ
る
。
詳
細
の
決
定

後
に
議
会
や
市
民
に
報
告
し
た
い
。

問

定
額
給
付
金
を
機
に
商
店
会

連
合
会
等
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
に
対
し
、
市
が
プ
レ
ミ

ア
ム
分
や
そ
の
他
経
費
の
補
助
を

行
う
が
、
近
隣
市
と
比
較
し
て
も

額
が
少
な
す
ぎ
る
。
地
域
経
済
振

興
の
た
め
に
は
、
追
加
発
行
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答

商
品
券
の
発
行
は
、
あ
く
ま

で
地
域
経
済
活
性
の
呼
び
水
と
と

ら
え
て
お
り
、
追
加
発
行
に
つ
い

て
は
実
施
結
果
を
評
価
し
た
上
で

代 表 質 問

考
え
る
べ
き
だ
。
今
後
と
も
、
年

間
を
通
じ
て
商
工
業
者
へ
の
支
援

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
、
耐

用
年
数
の
目
安
と
さ
れ
る
平
成
三

十
年
で
建
て
か
え
る
場
合
と
、
工

事
に
よ
り
さ
ら
に
延
命
さ
せ
る
場

合
の
経
費
に
つ
い
て
、
十
分
な
比

較
検
討
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答

平
成
三
十
年
を
建
て
か
え
の

目
標
年
と
し
て
い
る
が
、
延
命
工

事
や
新
施
設
建
設
の
検
討
を
し
て

い
く
中
で
、
経
費
の
比
較
を
行
い
、

工
事
の
前
倒
し
の
可
能
性
を
含
め
、

十
分
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

本
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

都
営
水
道
と
の
一
元
化
が
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
元
化
へ
の
最
大
の
問
題
は
何
か
。

答

本
市
の
水
道
料
金
の
方
が
安

い
こ
と
や
、
水
道
管
渠
の
耐
震
化

工
事
等
、
今
後
の
工
事
に
対
す
る

考
え
方
の
整
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
。
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問

今
後
の
市
政
運
営
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
上
下
水
道
、
学
校
施
設
等
、

多
額
の
費
用
が
必
要
な
、
都
市
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

問

市
民
と
の
協
働
を
支
え
る
受

け
皿
、
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

受
け
皿
と
し
て
は
、
今
後
も

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
・
組
織

と
協
力
関
係
を
持
っ
て
い
き
た
い
。

市
の
施
策
で
可
能
な
も
の
を
洗
い

出
す
と
同
時
に
、
市
民
か
ら
も
提

案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
協
働
事

問

市
長
就
任
後
、
三
年
半
の
総

括
、
自
己
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

答

そ
の
ま
ま
の
形
で
は
実
現
で

き
て
い
な
い
公
約
も
あ
る
が
、
中

学
校
給
食
の
実
現
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
、
提
案
し
た
も

の
は
お
お
む
ね
何
ら
か
の
形
で
検

討
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

第1回定例会2日目の2月26日、市長の施政方針に対して、
7名の会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

Ono Shouji

問

自
治
体
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
づ

く
り
に
つ
い
て
、自
治
基
本
条
例
と
い

う
形
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、条
例
に
縛

ら
れ
て
武
蔵
野
市
ら
し
い
市
政
運
営

が
行
え
な
く
な
っ
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

答

自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
と

い
う
前
提
で
は
な
く
、
市
民
自
治

の
方
向
を
確
立
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
、
第
五
期
基

本
構
想
・
長
期
計
画
の
中
で
大
い

に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

問

災
害
時
要
援
護
者
対
策
モ
デ

ル
事
業
で
は
、い
く
つ
か
課
題
も
出

て
き
て
い
る
。
今
後
、
全
市
で
の
実

施
に
お
い
て
、
円
滑
な
地
域
活
動
が

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
地
域
に
よ
っ

て
格
差
の
な
い
よ
う
に
、
市
が
速
や

か
に
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答

地
域
社
協
に
活
動
の
中
心
と

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
市
で
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

問

平
和
施
策
に
つ
い
て
、
市
長

の
平
和
に
対
す
る
思
い
を
伺
う
。

答

中
島
飛
行
機
工
場
の
歴
史
を

踏
ま
え
、
市
な
ら
で
は
の
情
報
を

発
信
し
て
い
く
。
今
後
も
平
和
に

つ
い
て
大
い
に
語
り
、
子
ど
も
た

ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

問

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、
市

長
は
当
初
、
目
的
が
あ
い
ま
い
で

効
果
を
上
げ
る
の
も
難
し
い
と
述

べ
て
い
た
が
、
国
の
補
正
予
算
可

決
後
は
、
自
治
体
と
し
て
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
言
し

て
い
る
。
現
在
の
見
解
は
ど
う
か
。

答

現
在
国
の
最
終
決
定
を
待
つ

段
階
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
込
ん
で

必
要
な
準
備
を
粛
々
と
進
め
て
い

る
。
膨
大
な
金
額
の
給
付
で
あ
る

の
で
、
地
域
活
性
の
た
め
に
使
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
男
女
共
同
参
画
、

中
学
校
給
食
、
太
陽
光
発
電
、
防

災
体
制
の
強
化
等
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

「施政方針」は武蔵野市役所
のホームページ（http://www.
city.musashino.lg.jp/cms/
guide/00/01/04/00010480.
html）でごらんいただけます。
また、市役所の市政資料コー
ナー、各市政センター、各
コミュニティセンターで配布
しています。

業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

問

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に

向
け
て
の
将
来
構
想
を
伺
う
。

答

今
回
策
定
し
た
男
女
共
同
参

画
計
画
の
中
で
、
男
女
の
区
別
な

く
、
互
い
に
力
・
特
性
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
よ
い
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
と
い
う
趣
旨
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
提
案
し
て
い

る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
い
。

問

土
地
開
発
公
社
の
多
額
の
借

入
金
を
危
惧
す
る
が
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
。

答

土
地
の
取
得
に
関
し
て
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
購
入
す
る
必
要
が

あ
り
、
過
分
な
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
な
形
で
、
当
面
は
土
地
開
発

公
社
を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
子
育
て
施
策
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
て
か
え
、
緊

急
雇
用
対
策
等
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
た
め
、
運
営
主
体
は
財
団
法

人
に
委
託
す
る
予
定
だ
。

問

子
育
て
施
策
の
今
後
の
展
開

と
し
て
、
子
ど
も
を
地
域
の
中
で

育
て
る
と
い
う
視
点
が
重
要
に
な

る
と
感
じ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答

地
域
の
人
的
財
産
の
活
用
や

子
育
て
拠
点
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
な
ど
、
地

域
で
の
子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
た
い
。

問

現
在
、
時
代
は
大
き
な
曲
が

り
角
に
あ
る
。
今
こ
そ
地
方
政
治

が
主
役
に
な
り
、
時
代
を
つ
く
る

先
頭
に
立
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
長
の
政
治
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答

世
界
経
済
の
不
況
や
国
政
に

揺
ら
ぎ
が
あ
る
中
、
自
治
体
と
し

て
は
市
民
、
議
会
、
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
、
強
く
前
に
進
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

る
。こ

の
ほ
か
、
定
額
給
付
金
の
支

給
等
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

ただ



山
本
あ
つ
し
議
員
●
市
民
の
党

所
得
再
分
配
の
実
行
が

重
要

島
崎
義
司
議
員
●
自
由
民
主
ク
ラ
ブ

景
気
低
迷
の
中
、市
と
し
て

具
体
的
な
市
内
景
気
対
策
を
求
め
る

Yamamoto Atsushi

Shimazaki Yoshiji

景
気
悪
化
に
よ
る
税
収
減
と
い
う

大
き
な
課
題
が
あ
っ
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
、
昨
年
並
み

の
予
算
規
模
に
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
。
今
後
、
必
要
な
施

策
が
年
度
の
途
中
で
出
て
き
た
場

合
は
、
補
正
予
算
を
組
む
こ
と
も

考
え
て
い
き
た
い
。

問

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た

り
、
ま
ち
の
環
境
性
能
を
全
体
と

し
て
高
め
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

全
体
的
な
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り

を
誘
導
、
規
制
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
考
え
を
伺
う
。

答

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
四

月
か
ら
ま
ち
づ
く
り
条
例
も
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
そ
の
中
の
事
前
調

整
の
項
目
に
は
、
環
境
配
慮
に
つ

い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。ま
た
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直

し
作
業
に
お
い
て
も
環
境
性
能

が
高
い
ま
ち
と
い
う
視
点
を
取

り
入
れ
た
議
論
を
し
て
い
き
た

い
。

問

日
本
で
は
所
得
の
再
分
配
が

機
能
し
て
い
な
い
。
「
子
ど
も
の

貧
困
」
が
指
摘
さ
れ
、
社
会
全
体

で
も
所
得
の
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
。
こ
れ
が
現
在
の
経
済
危
機
の

根
本
原
因
で
あ
り
、
政
治
や
行
政

等
の
公
が
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

答

低
所
得
者
対
策
は
武
蔵
野
市

が
施
策
を
計
画
し
、
実
行
す
る
に

あ
た
っ
て
の
、
基
本
的
な
考
え
方

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
策
定
を
進
め

て
い
く
子
ど
も
プ
ラ
ン
武
蔵
野
、

教
育
基
本
計
画
（
仮
称
）
等
に
つ

い
て
も
、
そ
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス

に
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

平
成
二
十
一
年
度
予
算
は
、

二
十
年
度
比
で
〇
・
一
％
減
と
い

う
こ
と
だ
が
、
今
後
の
補
正
予
算

も
含
め
て
、
民
間
の
経
済
が
厳
し

い
と
き
に
し
っ
か
り
支
え
ら
れ
る

よ
う
、
積
極
的
に
公
的
な
部
門
で

あ
る
市
が
役
割
を
果
た
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

予
算
案
を
策
定
す
る
過
程
で
、
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武蔵野市は先人の努力の積み重ねにより、成熟した

都市へと成長してきた。現在の豊かなまちを未来へつ

なげていくことは、われわれの責務である。長期的視

点で市政運営をとらえ、市政への市民参加と市民との

協働を着実に進め、将来を見据えた持続可能な市民生

活を支える施策を積み重ね、誰もが安心して暮らし続

けられる「市民が主役の武蔵野市」を目指す。

昨年からスタートした第四期長期計画・調整計画を

着実に実施していくため、次の方針を市政運営の柱と

する。

（1）参加・協働を育み、市民自治を目指す　

多くの市民の声を聴き、市政の検討場面への市民参

加を得て、さらに施策の実施にあたっては、市民との協

働を進める。

（2）人権を育み男女共同参画社会の実現を
目指す

武蔵野市第二次男女共同参画計画に基づき、今ま

での施策を拡充しながら男女共同参画社会実現への

取り組みを推進する。

（3）子育てしやすい武蔵野市を目指す

未来を担う子どもたちが、幸せで健やかに育つよう、

多様な子育て施策を実施する。

（4）安心感を育む施策の充実

すべての市民が年齢や状態にかかわらず、住み慣れ

た地域で、本人の意思に基づいて生活が続けられるよ

うな、市民の安心感を育む施策を積み重ねる。

（5）リスクマネジメントの強化と安全な
まちづくり

災害に対する備えや市独自の防犯・防災組織を充実

し、安全・安心なまちづくりを進める。

（6）景気対策と産業振興

公共事業の前倒し発注など可能な景気対策に取組

むとともに、武蔵野市のイメージを高める産業育成の

研究を進める。

（7）持続可能な都市を目指す

武蔵野市環境基本計画に沿って、CO2排出量の削減

目標の達成を目指す。また、市民参加によるクリーンセ

ンターの建てかえ、都市基盤のリニューアルを進める。

（8）活力と魅力あふれる都市を目指す

3駅周辺の整備を進めるとともに、本市のコンパクト

な特性を生かし、歩いて楽しいまちづくりを進める。

4月から施行するまちづくり条例を最大限活用し、

市民参加でまちづくりを進める。

（9）文化・コミュニティを育み、
心豊かな都市を目指す

コミュニティ活動の充実等について議論を深めると

ともに、平成23年夏の開館を目指し、武蔵野プレイス

の準備を進める。また、市民参加型平和事業を積み重

ねる。

（10）事務事業の見直しと行財政改革の推進

事務事業の見直し、さらなる行財政改革に取り組み、

市民サービスの充実を図る。

市長の施政方針

安心して暮らし続けられる
まちづくりを目指して…
市民が主役の市政を発展させる
【市長が2月24日の本会議で行った「施政方針」の要旨です】

邑上守正市長 Murakami Morimasa

が
な
い
。
今
後
、
即
効
性
あ
る
市

内
景
気
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答

商
工
業
者
へ
は
、
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
、

成
果
が
あ
っ
た
場
合
に
、
今
後
の

扱
い
を
検
討
す
る
。

問

私
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

支
援
強
化
は
待
機
児
対
策
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
に
見
え
て
き
た
課
題
と
、
幼

稚
園
側
の
理
解
促
進
や
市
民
へ

の
広
報
に
つ
い
て
、
今
後
の
見

解
を
伺
う
。

答

当
初
は
私
立
幼
稚
園
に
取
り

組
み
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
の
努
力
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
今
後
は
拡
充
に
向
け
必
要
な

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

広
く
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

問

事
務
事
業
見
直
し
と
行
財
政

改
革
で
、
①
公
立
保
育
園
の
民

間
委
託
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
②
給
食
事
業
の
財
団
法
人

設
立
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
将
来

の
完
全
民
営
化
に
つ
い
て
の
見

解
を
伺
う
。

答

①
役
割
や
位
置
づ
け
を
明
確

に
し
、
今
後
庁
内
で
運
営
形
態
を

問

施
政
方
針
で
は
消
費
喚
起
策

が
見
ら
れ
ず
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
へ
の
支
援
も
小
規
模
で
力
強
さ

橋
本
し
げ
き
議
員
●
日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団

市
民
が
求
め
る
施
策
拡
充
の
た
め
、

市
内
の
雇
用
創
出
が
必
要
で
あ
る

Hashimoto Shigeki

で
雇
用
の
創
出
を
図
り
た
い
。

問

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
に
つ
い
て
、
東
京
都
で
は
十

月
か
ら
通
院
の
み
一
回
の
自
己
負

担
を
二
百
円
と
す
る
改
正
を
行
う

予
定
だ
が
、
こ
の
二
百
円
を
市
で

負
担
し
、
二
十
三
区
と
同
様
に
所

得
制
限
な
し
で
無
料
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答

十
月
一
日
に
開
始
す
る
東
京

都
の
制
度
に
合
わ
せ
て
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て
の
方
針

を
確
定
し
、
準
備
を
進
め
た
い
。

問

改
定
さ
れ
た
武
蔵
野
市
環
境
基

本
計
画
で
は
行
動
目
標
と
し
て
、
市

民
一
人
一
日
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
削
減
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
有

効
な
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答

二
酸
化
炭
素
の
削
減
等
に
つ

い
て
大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
市
立

学
校
以
外
の
公
共
施
設
に
も
設
置
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

来
年
度
小
学
校
へ
の
設
置
が

完
了
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
設
置
す
べ

き
だ
と
い
う
認
識
の
も
と
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

外
環
本
線
に
つ
い
て
、
慎
重

な
姿
勢
を
と
る
立
場
か
ら
、
現
時

点
で
の
着
工
は
認
め
ら
れ
な
い
旨

の
意
思
表
示
を
国
と
東
京
都
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

外
環
本
線
を
積
極
的
に
着
工

す
べ
き
と
は
考
え
て
い
な
い
た
め
、

従
来
か
ら
の
課
題
を
明
確
に
す
る

よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
中
学
校
給
食
費
、

介
護
保
険
、
平
和
問
題
等
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

問

市
長
は
市
内
の
雇
用
状
況
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。
福
祉
や
子

育
て
支
援
な
ど
、
市
民
が
求
め
る

施
策
の
拡
充
の
た
め
に
も
雇
用
創

出
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

雇
用
環
境
は
極
め
て
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。
福
祉
や
子
育

て
に
限
ら
ず
、
市
役
所
全
体
の
中

検
討
し
て
い
き
た
い
②
二
十
一
年

度
に
財
団
法
人
を
設
立
し
、
二
十

二
年
度
以
降
の
調
理
委
託
開
始
を

予
定
し
て
い
る
。

問

武
蔵
境
地
区
の
高
架
下
利
用

に
関
し
、
検
討
委
員
会
報
告
書
の

取
り
扱
い
と
今
後
の
市
民
参
加
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
そ
の
中
に

あ
る
撤
去
自
転
者
保
管
場
所
設
置

案
は
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
、
不
適
当
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

答

報
告
書
を
市
の
案
と
し
て
Ｊ

Ｒ
に
要
望
し
て
お
り
、
今
後
Ｊ
Ｒ

の
考
え
方
が
示
さ
れ
れ
ば
、
市
民

に
公
表
し
意
見
を
い
た
だ
く
。
本

案
は
あ
く
ま
で
基
本
的
な
も
の
で

あ
る
た
め
、
御
指
摘
の
点
も
踏
ま

え
、
意
見
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。
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問

市
長
が
主
要
な
施
策
に
掲
げ
た

市
民
と
の
協
働
時
代
へ
の
取
り
組
み

と
は
、
前
市
長
の
時
代
に
も
行
わ
れ

問

二
十
一
年
度
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
の
年
だ
が
、
市
内
の
家
屋

と
土
地
の
課
税
見
込
み
は
。

答

家
屋
は
、
経
年
減
点
補
正
率
に

よ
り
評
価
額
が
下
が
る
見
込
み
だ
。

土
地
は
、
地
価
公
示
価
格
の
七
割
を

目
途
に
路
線
価
を
設
定
し
、
前
年
比

で
九
％
上
昇
す
る
見
込
み
だ
。

問

市
長
み
ず
か
ら
国
や
都
に
働
き

か
け
、
補
助
金
獲
得
に
努
め
る
べ
き

で
は
。

答

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
国
や

都
に
、
直
接
市
の
状
況
を
説
明
し
、

補
助
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
私
立
学
校
児

童
の
受
け
入
れ
や
土
曜
開
所
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答

私
立
学
校
児
童
の
受
け
入
れ
の

可
能
性
を
研
究
し
た
い
。
開
所
日
は
、

都
の
補
助
金
要
件
変
更
に
あ
わ
せ
て

検
討
を
行
う
。

問

高
次
脳
機
能
障
害
者
相
談
支
援

事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

脳
卒
中
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
利

用
し
て
医
療
機
関
と
連
携
を
図
る
ほ

か
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
地
域
で
の
相
談

を
本
事
業
に
つ
な
い
で
い
く
。

問

災
害
時
要
援
護
者
対
策
事
業
の

今
後
の
課
題
は
何
か
。

問

新
し
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

整
備
用
地
の
決
定
時
期
を
伺
う
。

答

二
十
一
年
六
月
に
出
さ
れ
る
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
最
終
報
告
書

を
も
と
に
、
議
会
へ
の
説
明
を
経
て

決
定
す
る
。

問

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
拡

充
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答

公
費
負
担
回
数
が
五
回
か
ら
十

四
回
に
ふ
え
る
ほ
か
、
里
帰
り
出
産

や
助
産
所
受
診
も
助
成
対
象
と
す
る
。

問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で

購
入
す
る
備
品
の
内
容
を
伺
う
。

答

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
や
マ
ス

ク
、
防
護
服
、
消
毒
薬
等
を
二
十
一

年
度
か
ら
備
蓄
し
、
医
師
会
や
保
健

所
と
の
協
議
で
用
途
を
決
め
て
い
く
。

問

市
域
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
推
進
事
業

で
、
中
小
零
細
事
業
所
の
省
エ
ネ
設

備
改
修
費
用
借
入
金
利
子
は
全
額
補

助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

事
業
所
の
利
子
負
担
が
な
く
な

る
よ
う
、
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

問

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

の
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

答

長
期
計
画
・
調
整
計
画
と
の
整

合
を
図
り
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定
、
用
途
地
域
の
改
正
、
外
環

道
路
問
題
の
経
緯
、
環
境
面
や
防
災

面
で
の
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
現
行

プ
ラ
ン
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

問

吉
祥
寺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
今
後
最
優
先
で
取
り
組
む
課
題
は
。

答

交
通
基
盤
の
整
備
で
あ
る
。
南

口
広
場
や
地
下
利
用
に
つ
い
て
、
吉

祥
寺
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
で
総

合
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問

透
水
性
舗
装
に
つ
い
て
、
試
験

施
工
の
結
果
と
、
事
業
効
果
を
伺
う
。

答

耐
久
性
は
一
定
基
準
を
満
た
し

て
い
た
。
今
後
、
仮
に
市
内
の
生
活

道
路
す
べ
て
に
実
施
し
た
場
合
、
約

一
万
三
千
ト
ン
の
透
水
量
が
見
込
ま

れ
る
。

答

支
援
者
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、

事
業
へ
の
地
域
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

問

み
ど
り
の
こ
ど
も
館
に
、
徒
歩

で
の
来
館
が
困
難
な
方
へ
の
対
応
は
。

答
　
子
ど
も
発
達
支
援
室
「
ウ
ィ
ズ
」

で
は
、
市
内
全
域
を
対
象
に
、
車
に

よ
る
送
迎
を
行
う
。

問

公
立
保
育
園
の
「
気
に
な
る
子

保
育
」
の
実
施
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

一
対
一
の
保
育
が
必
要
な
子
ど

も
に
対
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
保
育
士

を
配
置
し
て
い
る
。
二
十
一
年
度
も

継
続
し
て
実
施
す
る
。

歳　出 
552億円 

市民1人あたり：41万647円   
1世帯あたり　：78万6885円   

民生費 
175億4227万円 
（31.8%） 

教育費 
91億881万円 
（16.5%） 

総務費 
87億1671万円 
（15.8%） 

土木費 
72億902万円 
（13.1%） 

衛生費 
61億1649万円 
（11.1%） 

公債費 
27億3043万円 
（4.9%） 

消防費 
22億9904万円 
（4.2%） 

その他 
14億7723万円 
（2.6%） 

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

歳
　
　
入

歳出予算の目的別内訳

予算特別委員会は3月2日、委員12名からなる予算特別委員会を設置し、6日間審査を行いました。一般会計は、552億円で、前年
度比8,000万円（0.1％）の減額となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、世界的な経済金融危機の影響を受け、法人市民税は
28.1％の減少、個人市民税は、納税義務者の増加や大型マンション完成に伴う転入者の増加などから1億5,847万円の増額を見込
み、全体で前年度比1,090万円の減少を見込んでいます。
今年度予算は、「市民とともに魅力ある都市を育み次世代へつなぐ予算」と位置づけ、小中学校耐震補強・保全・改修工事やみど

りのこども館管理運営委託など、第四期長期計画・調整計画の事業を着実に実行するため、限られた財源を計画的、効率的に配分
することを基本に編成されています。また、効率的な行政経営を目指し健全な財政運営を維持するため、事務事業の見直しを実施し
たほか、経常経費では前年度予算額の1％を減額した額を限度とする、枠配分方式による予算編成を全庁で試行するなど、内部努
力による経費の節減を行っています。
以下は各委員から予算執行と行政運営について、活発な議論が行われた予算特別委員会の審査概要です。

主要な事業

■一般会計
◇総務費
・戦争体験の記録・収集事業
・男女共同参画施策の推進
・中高年齢者・障害者の雇用創出
・緊急雇用創出事業
・ダイヤ街防犯カメラ設置費用補助
・第三次子どもプラン武蔵野の策定
・私立幼稚園補助金の拡充
・武蔵野市子ども協会の法人化
◇民生費
・被保護世帯援護事業
・通所サービス利用者食費助成事業
・認知症高齢者支援事業
・サテライト型小規模老人保健施設整備補助事業
・介護保険利用者負担額助成事業
・みどりのこども館の開設
・障害者自立支援給付事業
・高次脳機能障害者相談支援事業
・乳幼児及び義務教育就学児医療費助成事業
・認可外保育施設助成事業
・新規認可保育所の開設
◇衛生費
・市域ＣＯ２排出削減推進事業
・太陽光発電支援モデル事業
・小規模事業者に対する事業系ごみの排出指導事業
・レジ袋削減の推進
・塵芥処理事業（収集委託料）
・クリーンセンター施設改修等工事
・妊婦健康診査の公費負担の拡充
・老・成人保健事業
・新型インフルエンザ対策

◇商工費
・装飾街路灯維持管理経費補助事業
・小規模企業者への補助事業
◇土木費
・都市マスタープランの見直し
・鉄道連続立体交差事業
・交通バリアフリー基本構想の改訂
・吉祥寺駅周辺整備計画策定
・吉祥寺まちづくり推進委員会
・市道199号線（かえで通り）自転車道整備事業
・三鷹駅北口大型マンション地下自転車駐車場整備
・吉祥寺駅地下自転車駐車場等整備検討調査
・環境舗装事業
・武鉄中付１～３号線の無電柱化
・公園等建設事業
・未来へ育て！苗木すくすく大木計画
◇消防費
・家具転倒防止器具普及事業
・飲料水兼用耐震性貯水槽の整備
◇教育費
・桜野小学校校舎等増築工事
・小中学校緊急地震速報システム設置
・小中学校耐震補強事業
・教員用コンピュータネットワーク構築
・生涯学習計画（仮称）の策定
・緑町スポーツ広場の管理運営
・武蔵野プレイス建設事業
・中学校給食の実施
・学校給食残渣資源化処理委託
・図書館基本計画（仮称）の策定
■下水道事業会計
・臭気対策支援事業
■介護保険事業会計
・ケアマネジャーガイドラインの改訂
・地域包括支援センターの再構築と在宅介護支援センターの強化

（単位：千円）

781
15,957
645,473
49,881
6,000
6,544
36,500
3,060

3,218,272
12,434
15,124
25,000
28,163
87,404

1,307,173
4,625

282,622
477,050
87,010

8,500
5,000
7,788
3,912

1,088,550
730,300
94,099

1,024,691
6,624

6,800
58,080

10,608
317,598
3,300
5,000
8,000
20,000
66,000
5,000

164,450
25,000

1,562,592
1,100

26,036
76,400

333,780
6,950

1,278,299
58,977
8,483
5,000

1,163,944
590,275
10,020
9,186

1,500

3,000
285,612

固
定
資
産
税

評
価
替
え
の
影
響
は

女
性
総
合
相
談
の

概
要
は

学
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
に
向
け
た

今
後
の
方
向
性
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
て
か
え
用
地

決
定
時
期
は

市
長
が
掲
げ
る
市
民
と
の

協
働
時
代
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
と
は

て
き
た
市
民
参
加
と
ど
う
違
う
の
か
。

答

個
人
で
会
議
等
に
加
わ
る
「
参

加
」
の
形
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
は

団
体
と
の
「
協
働
」
に
よ
り
公
的
サ

ー
ビ
ス
の
役
割
分
担
を
進
め
た
い
。

問

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
計
画
を
策
定

す
る
際
、
財
政
的
な
把
握
・
検
討
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答

長
期
計
画
・
調
整
計
画
で
の
財

政
計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

具
体
的
な
経
費
を
精
査
し
て
い
る
。

問

第
五
次
職
員
定
数
適
正
化
計
画

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
事
務
事
業
の

見
直
し
を
す
べ
て
平
成
二
十
一
年
度

中
に
終
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

早
急
に
見
直
し
を
行
う
と
位
置

づ
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
可
能
で
あ
る

が
、一
定
の
期
間
を
か
け
て
検
討
す
べ

き
と
判
断
し
た
も
の
に
関
し
て
は
、平

成
二
十
二
年
度
以
降
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
考
え
る
。

問

中
学
校
給
食
の
運
営
を
財
団
法

人
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
施
政
方

針
で
触
れ
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

答

十
分
に
説
明
し
切
れ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
財
団
立
ち
上
げ

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
に
方
向
性
を

伝
え
、
意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問

新
た
に
開
設
さ
れ
る
女
性
総
合

相
談
窓
口
の
概
要
を
伺
う
。

答

男
女
共
同
参
画
計
画
の
中
で
女

性
の
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
が
記
載

さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
ま
で
の
「
家
庭

の
も
め
ご
と
相
談
」
の
利
用
者
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
え
て
実

施
す
る
も
の
で
、
運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

委
託
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

自
治
体
運
営
の
基
本
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
実
効
性
の
な
い
自
治
基

本
条
例
を
つ
く
る
よ
り
、
条
例
が
な

く
て
も
市
民
と
協
働
で
き
る
と
い
う

方
向
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
民
参
加
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

現
在
試
行
を
重
ね
て
お
り
、
条
例
化

あ
り
き
で
は
な
い
が
、
必
要
が
あ
れ

ば
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
く
べ
き
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。

問

今
回
の
予
算
で
一
台
増
車
さ
れ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
の
有
効
活
用
を
求

め
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答

不
審
者
情
報
へ
の
対
応
、
振
り

込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
広
報
の
ほ
か
、

ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
の
補
完
、
迷
子

の
捜
索
や
危
険
箇
所
の
調
査
な
ど
、

機
動
的
に
活
用
し
た
い
。

問

本
市
の
緊
急
の
経
済
対
策
と
し

て
設
置
し
た
経
済
対
策
懇
談
会
で
は
、

ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答

副
市
長
を
委
員
長
と
し
て
、
本

市
に
お
け
る
地
域
経
済
の
支
援
策
に

つ
い
て
、
商
工
会
議
所
会
頭
、
商
店

会
連
合
会
会
長
、
金
融
業
の
方
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
現
状
の
課
題

を
直
接
お
聞
き
し
た
。
現
段
階
で
は
、

今
後
二
、
三
ヵ
月
間
で
行
う
べ
き
こ

と
を
集
中
的
に
議
論
し
て
い
る
。

問

都
の
事
業
で
あ
る
新
・
元
気
を

出
せ
商
店
街
事
業
以
外
で
、
市
独
自

の
商
店
街
支
援
策
が
必
要
で
は
。

答

市
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

本
市
の
観
光
振
興
事
業
の
基
本

的
な
考
え
方
を
伺
う
。

答

都
市
観
光
を
通
じ
て
市
に
愛
着

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
集
客
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

総
　
　
括

土
　
木
　
費

都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
は

商
　
工
　
費

本
市
に
お
け
る

緊
急
経
済
対
策
は
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問

本
市
全
体
の
、
給
水
施
設
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

主
に
井
戸
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
五
百
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
一
カ
所

の
給
水
拠
点
を
設
置
す
る
と
い
う
目

標
は
、
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
状
況
だ
。

問

災
害
時
の
避
難
所
と
防
災
セ
ン

タ
ー
と
の
通
信
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答

電
話
や
行
政
無
線
な
ど
の
ほ
か
、

人
的
な
伝
令
も
含
め
た
多
様
な
通
信

手
段
を
用
意
し
、
有
効
に
活
用
す
る
。

問

避
難
所
の
ト
イ
レ
は
、
各
学
校

に
何
基
ず
つ
整
備
す
る
予
定
な
の
か
。

答

一
般
的
に
は
避
難
者
百
名
に
一

基
必
要
と
さ
れ
る
が
、
当
面
は
各
校

に
十
基
の
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
く
。

問

学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ

い
て
、
シ
ス
テ
ム
の
規
模
を
も
っ
と

縮
小
し
、
費
用
を
で
き
る
だ
け
抑
え

る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

教
員
が
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
で
デ

ー
タ
を
持
ち
帰
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
自
宅
か
ら
サ
ー
バ
ー
に
接
続
し
、

安
全
に
作
業
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
い
る
。
外
部
接
続
が
で
き
な

い
シ
ス
テ
ム
に
変
更
し
て
も
、
価
格

は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る
。

問

小
・
中
学
校
給
食
を
財
団
法
人

に
委
託
し
た
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
の

安
心
、
安
全
の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

問

水
道
を
都
の
水
道
と
一
元
化
す
る

に
は
何
が
課
題
か
伺
う
。

答

本
市
に
お
け
る
課
題
と
し
て
は
、

人
口
減
、
水
道
施
設
が
更
新
時
期
を

迎
え
る
こ
と
、
技
術
職
員
の
減
少
、

水
道
料
金
等
が
あ
り
、
そ
れ
が
整
理

さ
れ
た
後
に
一
元
化
が
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

問

介
護
者
同
士
の
交
流
の
場
や
介

護
の
疑
問
や
悩
み
を
共
有
で
き
る
介

護
者
サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
、
介
護
負

担
感
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答

二
十
年
度
は
九
月
に
「
家
族
介

護
者
の
つ
ど
い
」、
三
月
に
「
介
護
支

援
教
室
」
を
実
施
し
た
。
引
き
続
き

こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。

答

こ
れ
ま
で
働
い
て
き
た
調
理
員

を
新
し
い
財
団
に
派
遣
し
、
給
食
の

質
や
安
全
性
を
確
保
す
る
。

問

武
蔵
野
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
を

組
織
改
正
し
、
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
の
管

理
運
営
を
委
託
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
話
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

答

平
成
二
十
一
年
度
中
に
武
蔵
野
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
を
組
織
改
正
し
、

管
理
運
営
を
任
せ
る
が
、開
設
に
向
け

た
計
画
は
市
で
作
成
し
、事
業
団
と
協

定
書
を
取
り
交
わ
す
予
定
だ
。

問

来
年
度
は
教
育
基
本
計
画
や
生

涯
学
習
計
画
、
図
書
館
基
本
計
画
の

策
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
策
定

に
あ
た
っ
て
は
横
断
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

教
育
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
学
校
教
育
に
特
化
し

て
策
定
す
る
方
針
だ
が
、
生
涯
学
習

計
画
や
図
書
館
基
本
計
画
と
も
連
携

を
取
り
な
が
ら
策
定
す
る
予
定
だ
。

問

小
学
校
高
学
年
に
理
科
専
科
教

員
の
配
置
を
進
め
て
い
る
が
、
理
科

授
業
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は
。

答

実
験
や
観
察
の
回
数
も
ふ
や
し
、

授
業
内
容
が
充
実
し
た
。
今
後
も
専

門
性
の
高
い
専
科
教
員
を
配
置
す
る
。

歳　入 
552億円 

市　税 
362億5710万円 
（65.7%） 

国庫支出金 
48億1251万円 
（8.7%） 

都支出金 
34億8163万円 
（6.3%） 

繰入金 
22億7407万円 
（4.1%） 

地方消費税交付金 
19億5900万円（3.5%） 

市債 
19億4000万円（3.5%） 

使用料及び手数料 
15億8282万円（2.9%） 

繰越金 
7億円（1.3%） 

分担金及び負担金 
3億2238万円（0.6%） 

その他 
10億2226万円（1.9%） 

地方特例交付金 
3億8246万円（0.7%） 

諸収入 
4億6578万円（0.8%） 

一般会計歳入予算の内訳及び　

各
特
別
会
計

水
道
一
元
化
の
課
題
は

審査した特別委員
平成2１年度予算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。
◎やすえ清治　○川名ゆうじ

橋本しげき　　島崎　義司

桑津昇太郎　　土屋美恵子

落合　勝利　　深田貴美子

田中　節男　　田辺あき子

斉藤シンイチ 深沢　達也
◎印委員長　○印副委員長

やすえ清治 予算特別委員長

市
の
給
水
施
設
の

整
備
状
況
は

学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
は

規
模
を
縮
小
し
、費
用

を
抑
え
る
べ
き
で
は

消
　
防
　
費

教
　
育
　
費

未来への架け橋となる
予算であると評価する

深沢達也議員

賛成

吉祥寺地下駐輪場や自
転車専用道の整備、透水性
舗装、太陽光発電への補助
事業、非核都市宣言平和実
行委員会の継続設置、三鷹
駅北口マンション地下の駐
輪場建設、妊婦健康診査の
サービス拡充、中学校給食
の実施拡大等を高く評価す
る。公共事業の前倒し実施、
吉祥寺や武蔵境での新た
なまちづくりに向けた庁内機
関の強化、子ども協会や給
食の財団を市民協働型の
組織とすること、私立小学校
や養護学校生徒の学童クラ
ブ入所等を要望する。

民主党・無所属クラブ

市政に対する基本理念
を明らかにし、市民生活
のさらなる向上を

落合勝利議員

賛成

安全対策の強化、男女共
同参画施策の前進、福祉施
策・妊婦健診の充実、校舎
耐震補強の前倒し等は評
価するが、経済対策にはも
っと大胆になるべきであっ
た。また、市民参加のルー
ルが不明確であること、議
論が集中した教員用コンピ
ュータネットワーク構築に関
して、市長が何も発言しな
いなど、市長の市政に対す
る基本理念が不明瞭な点
を指摘する。懸念もあるが、
市民生活のさらなる向上に
資する市政運営を強く要望
し、予算案に賛成する。

市議会公明党

強いリーダーシップで
明確な方針を示し、議会
の信頼を得て市政運営を

桑津昇太郎議員

賛成

予算に賛成ではあるが、経
済対策も含め、発想の転換
や力強さが感じられず、予算
審査中も、依然として対応の
スピード感に欠ける答弁があ
った。また付帯決議がなされ
た学校情報システム構築事
業の、議会への資料・情報提
供の過程は大変遺憾であっ
た。不況下の局面においても、
安心・安全を図り、豊かな市
民生活の実現に向けた歩み
をとどまらせてはならない。市
長は、確固たる信念と強力な
リーダーシップにより、議会・
職員をあげて総力戦で市政
運営に当たるべきである。

暮らしを支え
平和を発信する
市政の発展を評価

橋本しげき議員

賛成

予算審議にあたっては、
市民の暮らしを支える予算
であるかどうかを判断の基
準とした。今回の予算案は、
深刻な不況に対して暮らし
を支える施策、子育て支援、
環境対策、地球温暖化対策、
安心・安全のまちづくり、平
和施策といった取り組みが
充実しており、評価できる。
今後はより一層の景気悪
化が予想されるが、市民の
暮らしや雇用、中小業者の
経営を守るため、市がさら
なる積極的な対応を取るこ
とを要望し、予算案に賛成
する。

日本共産党武蔵野市議団

「子どもの貧困」
対策は急務

斉藤シンイチ議員

賛成

21年度予算は、環境施策
では、CO２排出削減推進事
業等これまでより一歩踏み
込んでいる点、福祉施策で
は、介護保険利用者負担額
助成事業等で低所得者へ
の所得再配分の考え方を
基本とした点は高く評価で
きる。一方、子育て・教育施
策では、「子どもの貧困」対
策が急務であり、各家庭の
経済状態を分析し、子ども
プラン等の計画に反映させ
ること、また、まちづくりでは、
まちの環境性能を高めるた
めの評価システムを検討す
ることを強く求める。

市民の党

危機感とスピード感を持ち、
市長がリーダーシップを
発揮することを求める

田中節男議員

賛成

経済不況に対応した路線
商店街への施策が見えない
こと、施政方針で学校給食
の財団法人委託化について
記述がないことについて疑
問を感じる。クリーンセンター
の建てかえについては、稼
動までのスケジュールを明
確にするよう強く求める。学
校情報システムは個人情報
の保護、セーフティーネットの
あり方等について今後議論
をさらに深める必要があるこ
とを指摘する。施策の決め
方、進め方には疑問が残る
がおおむね了とし、予算案に
賛成する。

自由民主クラブ

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

予算特別委員会の審査風景

市議会市民クラブ

3月27日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。
このほかに、会派に属さない砂川議員のすべての予算に賛成する討論もありました。なお、各会派の構成を８面に掲載しております。
予算特別委員会の詳しい内容を、会議録またはインターネット議会中継（アドレスを８面に掲載）でごらんいただけます。
また、会議録は５月下旬以降、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナーにおいて閲覧することができます。

平成21年度武蔵野市一般会計予算　　平成21年度武蔵野市下水道事業会計予算　　平成21年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算　
平成21年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算　　平成21年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算　
平成21年度武蔵野市介護保険事業会計予算　　平成21年度武蔵野市水道事業会計予算
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武蔵野市における
1日も早い経済不況対策を

桑津昇太郎議員
問 未曾有の経済不況の中、本市でも中小
事業者の目線に立った不況対策をとるべき
と考えるが、市長の見解は。
答 既に資金融資のあっせん事業やセーフ
ティーネット保証制度を行っている。今後
も公共事業の前倒し等を行い景気悪化への
対策をとっていく。
問 現在、入札制度改革に取り組んでいる
が、①工事成績評定の結果について②契約
差金の有効活用について市長の考えを伺う。
答 ①現在は試行中で、低い評価点の事業
者への指導方法、評定結果の活用方法等を
検討している②追加の補正予算やまちづく
りの資金として活用したい。

いざというときのため
に地域防災組織が必要

井口良美議員
問 いざというときのために、市内の防災
推進員の協力を得て、地域防災組織をつく
る必要があると考えるが見解は。
答 現在、市内には地域防災組織は24ある
が、いまだ未組織の地域も多く、今後、組
織結成への推進支援をしていきたい。
問 来年度設置が義務づけられる火災報知
機について、高齢者、障害者の家庭への設
置無料化を推進すべきと考えるが見解は。
答 設置は基本的には個人で行うものであ
り、無料配布は考えていないが、今後も消
防署、防災協会などと連携し、市報やチラ
シ等での広報を実施する。また、普及促進
に向け、集団購入の支援を行っていきたい。

救急病院の受け入れ態勢
充実に対する支援を求める

露木正司議員
問 救急病院が救急患者の受け入れ態勢を
充実するために、市としてどのような支援
が可能か。
答 周産期医療問題で、武蔵野市、三鷹市、
両市の医師会、武蔵野赤十字病院、杏林大
学病院が集まり、意見交換をスタートした。
この会の中で、地域としてどのような取り
組みが必要なのか研究を進めたい。
問 契約事務に関して、予定価格の事前公
表試行の長所・短所の検証は行ったのか。
答 検証自体はこれから行う予定だが、長所
としては、価格を探ろうとする不正な動きや
契約の不調の防止、短所としては、価格が高
どまりになることなどが挙げられる。

市民会議の位置づけを
明確にし、よりよい市民
参加のための会議運営を

やすえ清治議員
問 各種市民会議の運営における行政の役
割は、参加市民の意見を最大限に生かすこ
とであり、そのためには会議の位置づけを
明確に示すことが重要である。そこで以下
質問する。①行政は、会議の目的を明確化
し、議論しやすく、よりよい結論を出しや
すい環境を整えるべきと考えるが見解を伺
う②政策決定の過程である市民会議に、議
会がかかわれる仕組みをつくってはどうか。
答 ①課題として認識している。いただい
た意見を参考に、今後の会議運営に反映し
ていく②計画の策定は行政の責任で行うも
ので、議会が直接参加すべきではないと考
えるが、経過報告や情報提供はしていく。

クリーンセンターの
建てかえについて問う

内山さとこ議員
問 クリーンセンター建てかえのスケジュ
ールと現在の施設の維持管理について伺う。
答 平成30年までの建てかえを目標として、
現在の施設については、今後二、三年で、
10年程度の延命工事を実施し、その後は最
小限の維持管理を行っていきたい。
問 クリーンセンター運営協議会の意義を
再確認すべきと考えるが、市の見解は。
答 運営協議会がクリーンセンターの運営
状況の監視、広報、環境整備等の活動を24
年間も継続していることは、市民参加の手
本として大いに評価すべきだと考えている。
このほか、市政への子どもの参加等につ

いての質問がありました。

「個」を尊重する
武蔵野のまちづくりを

深田貴美子議員
問 本市のダイバーシティマネジメントについ
て、①意思決定の場への女性参画推進の方
向性や目標値は②市の女性職員のキャリア
形成や管理職比率向上の取り組みは③多様
性を行政の活性化につなげる具体策は。
答 ①ヒューマン・ネットワークセンター
での人材育成や目標値を今後検討する②研
修の実施や配置を配慮するとともに比率倍
増を目指す③人材重視の採用やキャリア育
成を推進するほか派遣研修等を行っている。
問 社会的弱者を救う福祉避難所の整備は。
答 手引きを作成し住民主体の避難所運営
を行うほか、社会福祉施設管理者と協議し
福祉避難所指定の拡大を具体的に検討する。
※ダイバーシティマネジメント：多様な価値観を生かした経営手法

介護サービスの取り上げに
ならない対応を

梶　雅子議員
問 4月からの介護保険新制度では、本人の
状態が変わらないのに要介護度が下がるこ
とのないよう、医師等現場の専門家による認
定審査会での2次判定を尊重すべきでは。
答 特記事項に詳細を記載するよう指導を
徹底するとともに、医師会と共同して研修
を開催し、適正な要介護認定を継続させる。
問 介護労働者の労働条件向上のため、市
独自の支援制度を検討すべきではないか。
答 国基準を上回る人員配置を行う事業所
に対する運営費補助などを市独自で実施し
ているが、今後とも工夫して支援したい。
このほか、高齢者に歩きやすい道路や歩

道の舗装等についての質問がありました。

●平成21年2月3日、建設委員を中心とした議員16名が、江戸川区

葛西駅地下駐輪場及び船堀駅タワー駐輪場を視察しました。

第１回定例会では2月27日、3月2日に、13名の議員から
一般質問が行われました。各議員の主な質問と答弁を要約し
て掲載します。
詳しくは、5月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図

書館、各コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー）、
または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第1回定例会
分は5月25日登録予定）、インターネット議会中継（アクセ
ス手順は8面左下に掲載しています）でごらんいただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長を初めとする執行機関に対し、事務の状況や将来
に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

子どもたちみずからの育ちと
市政への参画意識を高める
ために子ども議会の設置を

砂川なおみ議員
問 本市でも子どもの提案を実現させる、
子ども議会を実施してはどうか。
答 これまでも子どもの市政参加に取り組
んできたが、今後も子どもが市政に関心を
持つような施策を積み重ねていきたい。
問 食育推進基本計画を市民参加のもと早
急に策定すべきと考えるが見解を伺う。
答 20年度内に食育担当課連絡会議等を開
催し、総合的な計画の必要性を検討する。
問 これまで介護保険給付の対象外として
きた散歩介助について、国が対象と認める
見解を示したが、今後の本市の対応を伺う。
答 その必要性が確認できる場合には、給付
対象として算定を認めていく予定である。

●平成21年1月19日、鉄道対策・農水省跡地利用特別委員を中心と

した議員21名が、西武鉄道高架下暫定駐輪場及びJR中央線高架

下を視察しました。
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就労支援として、福祉職場
への就職を促す施策を

斉藤シンイチ議員
問 現在対応が急務である就労支援に関し
て、人材が不足している福祉職場への就職
率を上げるために、①就職ガイダンスや職場
見学ツアー等を実施すべきでは②特にこれ
まで他職種で働いていた求職者に対して、
福祉職の仕事内容を伝えるため、民間事業
者、福祉教育機関等と連携すべきでは。
答 ①市内の福祉施設にも可能な限り見学
等に対応してもらっているが、まずは関心
を持ってもらえるような施設紹介の方法を
工夫したい②さまざまな実践を行っている
池袋のハートフルワークコーナー、東京都
福祉人材センター等の関係機関と連携し、
希望者の就職率をさらに上げていきたい。

詐欺的商法から
市民を守るための対策を

きくち太郎議員
問 詐欺的事件、商法が後を絶たないが、
①市として被害情報の収集をしているのか
②小・中学生に対しても未然防止のための
啓発活動を行うべきと考えるが見解は。
答 ①警察から振り込め詐欺等の犯罪情報
を収集し、市民に提供している②悪徳商法
の対処法を学ぶ出前講座等を行っており、
今後も未然防止の取り組みを充実させたい。
問 市刊行物に掲載する記事は客観的に正
確であり、政治的に中立であるべきと考え
るが市長の見解を伺う。
答 市刊行物は中立性、公平性が保たれる
べきであり、発行にあたっては表現に誤解
を招くことがないよう配慮する。

指定管理者制度と今後の
外郭団体について問う

川名ゆうじ議員
問 本市では外郭団体を指定管理者にして
いるが、①どのような内容の協定書を交わ
しているのか②外郭団体のやるべきことを
明確にし、今後の契約更新を考えるべきで
は③市の非正規職員を外郭団体等で正規雇
用し、雇用の安定化を図るべきでは。
答 ①現在の協定書は抽象的な内容である
ため、今後は市が求める業務内容やサービ
スについても盛り込んでいきたい②各団体
に対して監視、評価、助言等を行い、その
結果をもとに契約更新を考えていく③外郭
団体で正規雇用する方策を研究したい。
このほか、新型インフルエンザ対策、図書

交流センターについての質問がありました。

市長が考える
まちづくりは

桜井和実議員
問 市長が考える境地区、中央地区、吉祥
寺地区のまちづくりのキーワードを伺う。
答 境地区は「緑豊かでモダンそして若い
エネルギッシュな学生などが活躍できる」
まちづくり、中央地区は「玉川上水の水と
緑の基軸を前面に出した」まちづくり、吉
祥寺地区は「吉祥寺グランドデザインの実
現に向けた」まちづくりだ。
問 21年度は都市マスタープランの見直し
が行われるが、市長はどのようなまちづく
りを進めようと考えているのか。
答 住民みずからまちづくりの方向性を議
論し、ルールをつくり、利活用できる都市
マスタープランの見直しを行いたい。

再生可能エネルギーの
利活用を

落合勝利議員
問 低炭素社会の実現に向けた再生可能エ
ネルギーの利活用について、①市の将来的
な展望は②上下水道を利用した小規模発電
を導入してはどうか③技術的な課題や経済
性などを考える上で、民間企業や学術団体
等との連携が重要と考えるが、見解は。
答 ①太陽光発電設備の設置促進のほか、
クリーンセンター建てかえの際にはごみ発
電等も検討したい②必要な土地の高低差が
ないため現状では難しい③市独自の技術
開発は難しいが、市内企業や大学の知恵も
かりながら、可能な取り組みを進めたい。
このほか、消防団組織についての質問

がありました。

●平成21年2月9日、建設委員を中心とした議員22名が、北町浄水

場及び桜堤浄水場を視察しました。

①国の進めている事業と自治体の
施策との関連について（諫早湾
干拓事業を通して）＜下部写真
参照＞

②佐賀県のＩＣＴ施策について
③佐賀市の行政改革について（集
中改革プラン）
④市民力、職員力の向上について
※I ＣＴ：知識や情報を適切に他者に伝達す
る技術

総務委員会 文教委員会 厚生委員会 建設委員会

平成21年1月20日(火)～22日(木) 平成20年10月8日(水)～10日(金) 平成21年1月14日(水)～16日(金) 平成20年10月8日(水)～10日(金)

①長崎県諫早市

②佐賀県

③佐賀県佐賀市

④長崎県長崎市

①乳幼児医療助成制度の拡大によ
る影響について／小児医療の実
態について

②「百舌鳥養護学校」における、
重複障害児に対する取り組みに
ついて／特別支援アドバイザー
について

③作業療法を活用した特別支援教
育に対する取り組みについて

④環境教育、環境学習の取り組み
について＜下部写真参照＞

①愛知県岡崎市

②大阪府堺市

③社団法人大阪府作業療法士会

④兵庫県豊岡市

①福岡市臨海工場について（ごみ
処理施設）＜下部写真参照＞／
臨海リサイクルプラザについ
て／「タラソ福岡」（余熱利用
施設、ＰＦI事業）について
②戸畑Ｃ街区整備事業について／
バリアフリーのまちづくりと人
にやさしいマークについて
③広島市中工場について（ごみ処
理施設）

※ＰＦI  ：公共施設などの建設、維持管理、
運営等を民間の資金・能力を活用して行
う新しい手法

①福岡県福岡市

②福岡県北九州市

③広島県広島市

①京都市景観・まちづくりセンタ
ーについて／明倫地区における
地区計画の策定について／「ね
ねの道」の整備について
②若宮地区震災復興住環境整備事
業について／地区計画について
③「なんばパークスガーデン」につ
いて（屋上緑化事業）＜下部写
真参照＞

①京都府京都市

②兵庫県芦屋市

③大阪府大阪市

各常任委員会 行政視察報告 平成20年10月及び平成21年1月に、各常任委員会で下記のとおり行政視察を実施しました

日程

視察先

視察内容

も ず
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◎With You は今回お休みいたします。

議案等審議結果（議決）一覧 

第1回定例会

【市長提出議案（38件）】
● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について…………………同意（全会一致）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、舘野　茂氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの

● 武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について…………………同意（全会一致）
※武蔵野市固定資産評価審査委員会委員、後藤敏夫氏の任期満了に伴い、再任の同意を求めるもの

● 武蔵野市組織条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）
● 武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例……………可決（全会一致）
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例…………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市乳幼児及び義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の住宅費の助成に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）
● 武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市利子補給条例の一部を改正する条例……………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立公園条例の一部を改正する条例………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立体育施設条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立体育施設の指定管理者の指定について………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立第六中学校西校舎耐震補強改修工事請負契約………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立第三小学校校舎耐震補強改修工事請負契約…………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立第一小学校校舎耐震補強改修工事請負契約…………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立第四小学校北校舎耐震補強改修工事請負契約………………………可決（全会一致）
● 権利の放棄について…………………………………………………………………可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市一般会計補正予算（第4回）………………………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第1回）………………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第4回）………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市老人保健（医療）会計補正予算（第1回）………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第1回）…………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第3回）……………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市一般会計予算………………………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市下水道事業会計予算………………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市老人保健（医療）会計予算………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算…………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市介護保険事業会計予算……………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年度武蔵野市水道事業会計予算…………………………………………･可決（全会一致）
● 平成20年度武蔵野市一般会計補正予算（第5回）………………………………･可決（全会一致）
● 平成21年3月における武蔵野市議会議員の期末手当に関する条例…………･可決（賛成多数）
● 平成21年3月における武蔵野市特別職等の職員の期末手当に関する条例…･可決（全会一致）
● 平成21年3月における武蔵野市一般職の職員の期末手当に関する条例……･可決（全会一致）

【諮問（1件）】
● 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて……………異議なし（全会一致）
※人権擁護委員、藤井範弘氏の任期満了に伴い、再度候補者として推薦することについて議会の意見を求めるもの

【議員提出議案（2件）】
● 議案第28号平成21年度武蔵野市一般会計予算に関する付帯決議 …………･可決（賛成多数）
● 武蔵野市議会委員会条例の一部を改正する条例…………………………………可決（全会一致）

第１回定例会で可決された決議は１件でした。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物
を特定できる場合は、御本人の了
承を得てください）。応募者自身が
撮影した、未発表のオリジナル作
品（カラー）に限ります。

●規　　格 ：①紙焼きの場合
・サイズ 六つ切り
②デジタルデータの場合
・ファイル形式 JPEG形式
・画像サイズ 1600×1200ピク
セル以上
・ファイルサイズ 2ＭＢ程度まで
（2ＭＢ以上になるとメールが受
信できない場合があります）

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、8月1日発行

の市議会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんので御了承くだ

さい。

●著 作 権 ：作品の著作権は撮影者本人に帰
属します。ただし、市議会だより
掲載後6カ月間、他媒体での発表

等を御遠慮いただくことを、作品
採用の条件といたします。

●期　　限 ：7月8日（水）当日消印有効
●応募方法 ：撮影者の住所・氏名・電話番号・

撮影年月日・撮影場所・作品名・作
品に関するコメント(100字程
度)を明記の上、下記宛先まで御
応募ください。
＊作品は返却いたしません。なお、今

回採用されなかった場合、翌年以降の

同月に発行される市議会だよりの１面

写真に使用させていただく場合があり

ます。

●宛　　先 ：〒180-8777
武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　
市議会だより係
デジタルデータの場合はメールで
ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
まで（CD-R等、各種メディアでの
送付は御遠慮ください）

●問い合わせ ：40422-60-1883

１面写真募集要領　 次回の締切7月8日
携帯電話で市議会からのお知らせをごらんいただけます。携帯電話版武蔵野市ホーム

ページを開き、「市議会のお知らせ」をクリックしてください。

………………… 携帯電話版武蔵野市ホームページの開き方 ……………………
下記のURLを直接入力するか、携帯電話でQRコード（2次元バーコード）を
読み取ってください。

ＵＲＬ http://www.city.musashino.lg.jp/m/

現在、平成18年９月定例会以降の、本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模様を
録画でごらんいただけます。
なお、録画は、生中継終了後３日程度（土・日・休日を除く）で、ごらんいただけます。

……………………… インターネット議会中継ホームページにアクセスする手順 ………………………

武蔵野市ホームページから → 市議会 → インターネット中継 の順にクリックしてください。

インターネット議会中継をごらんいただけます

インターネット
議会中継ホームページ http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/
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・
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
（
仮
称
）
北
側
の
公
園
を
美
し
い
緑
の

公
園
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

・
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
※
）は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

携帯電話版ホームページのお知らせ

市議会だよりの紙質を変更しました

議会広報委員会では、皆様から寄せられた御意見等を参考に、

「武蔵野市議会だより」の紙質について検討を重ねてまいりましたが、

経費節減、環境への配慮等の観点から、今号より市議会だよりの紙質を

変更しました。

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
中
、
第
十
款
教
育

費
情
報
教
育
指
導
教
員
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、
学
校
業
務
の
効
率
化

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

構
築
そ
の
も
の
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
一
定
の
理
解
を

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
多
額
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
検
討
の
詳
細
な
報
告
や
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
議
会
に
は
十
分
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
点
に
つ
い
て
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
本
予
算
特
別

委
員
会
に
て
十
分
な
議
論
が
尽
く
さ
れ
た
と
は
言
い
が

た
い
。
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
比
較
検
討
材

料
を
提
示
す
る
な
ど
、
事
業
内
容
の
再
検
討
を
要
望
し
、

議
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
、
本
事
業
に
関
す
る
予

算
の
執
行
の
凍
結
を
求
め
る
。

TEL　0422-60-1883　　FAX　0422-55-7555
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議　会 
事務局 

議会だよりへの御意見、御要望をお聞かせください 

会派名簿 
　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の１つの

基盤となります。 

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。 

　議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどで確認していただくか、議会事務局にお問い合わせ

　ください。 

自由民主クラブ 
460-1884

やすえ　清　治　　　きくち　太　郎 
島　崎　義　司　　　近　藤　和　義 
田　中　節　男　　　井　口　良　美 
石　井　一　徳 

市議会公明党 
460-1887

落　合　勝　利　　　小　野　正　二 
田　辺　あき子 

日本共産党武蔵野市議団 
460-1888

橋　本　しげき　　　梶　　　雅　子 

市民の党 
460-1890

山　本　あつし　　　斉 藤 シンイチ 

無会派議員（第7控室） 
460-1886

桜　井　和　実 

無会派議員（第8控室） 
460-1909

砂　川　なおみ 

民主党・無所属クラブ 
460-1889

内　山　さとこ　　　川　名　ゆうじ 
深　田　貴美子　　　松　本　清　治 
露　木　正　司　　　深　沢　達　也 

市議会 市民クラブ 
460-1885

桑　津　昇太郎　　　土　屋　美恵子 
寺　山　光一郎　　　与　座　　　武 
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